
和水町立病院では、皆さんが診察を受けられた際、確実な診断・治療を行うため、さまざまな検査
を行っています。町立病院でどのような検査が受けられるのか紹介します。

遠隔画像診断　　医療現場にＩＴを生かす

近年、医療における画像診断の重要性はま
すます高まっています。
画像診断を専門とする放射線科医は全国的

に不足していて、熊本の医療圏も例外ではあ
りません。そこで、熊本大学医学部放射線医
学教室が中心となって、熊本県の医療施設で
も大学病院と同等の質の高い医療を提供でき
るようにすることを目的として、熊本大学放
射線医学教室連携画像診断センターが開設さ
れました。
和水町立病院では、この画像診断センター

と遠隔画像診断ネットワークを作り、離れて
いてもネットワーク経由で、ＣＴ画像を診断で
きる仕組みを作っています。
遠隔画像診断の方法は、当院医師が遠隔画

像診断の必要な時に、放射線技師に依頼しま
す。放射線技師は依頼されたＣＴ画像と臨床
情報などをチェックし、画像診断センターに

送信します。センターでは、１次画像診断医
の専門により画像が振り分けられます。そし
て音声認識ソフトなどを活用して、診断書が
できます。その後、２次画像診断医が最終的
に内容をチェックし、通常は依頼された次の
日に、緊急の場合は１時間以内に町立病院に
送信されます。
当院放射線科では、放射線に対する正しい

知識を持った診療
放射線技師が検査
に従事していま
す。必要最低限の
放射線量で質の高
い画像を提供して
いますので、安心
して検査を受けることができます。
最後に、誠実な医療を通じて地域の皆さま

に愛され親しまれる病院を目指します。

① ②

　ひざの痛みを抱えている人は多いと思います。関節の中で一番負担がかかるのが「ひざ関節」です。ひざを
守るために周囲の筋肉を引き締めるゴムバンドを使った体操を紹介します。

　①　右ひざと足首を自身の可動域に合わせて曲げ、足裏
にゴムバンドをかけます。

　②　脚全体の筋力でひざ裏が気持ちよく伸びるところま
で押し出します。

　　　※回数は10回位を目標に左ひざも同様に行います。

始めてみよう！「お茶の間筋トレ」～vol.20～

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105
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９
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仕
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藤
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７
２
３
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８
３
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